
探る。

IOWN活用で企業研修デジタル人材企業のAKKODiSコンサルティング(東京・港)はNTTの次世代通信基盤「IOWN(アイオン)」の理解を深める企業向け研修プログラムを新設した。低消費電力・低遅延・大容量な通信を強みに新事業の創出をIOWNの中核技術「オールフォトニクス・ネットワーク (APN)」を題材にした研修と、企業ごとにIOWNのユースケース(活用事例)を生み出す研修の2つを新設した。APN研修の受講費は1人あたり6万円(税別)、ユースケース研修は同8万円。
東京のデジタル人材会社

AKKODiSコンサルは2025年6月、本社内にIOWN験プースを常設した。同社では!OWNの理解を深める企業向けの講座を設け、これまでに4000人が受講した。同社の川崎健一郎社長は「異業種が集まることで新たなユースケースの創出を期待している」と述べた。9月16日にはAKKODiSコンサル内でIOWNの通信速度を体験する法人向けイベントを開いた。25年開催の大阪・関西万博にも設置した、映像とともに触覚や振動をリアルタイムで伝える「ふれあう伝話」を披露した。
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